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会 議 の 概 要 
１ 会 議 名 令和３年度第１回宝塚市社会教育委員の会議  
２ 開 催 日 時 令和３年７月２９日（木）１５時００分～１６時３０分 
３ 開 催 場 所 宝塚市立中央公民館２階 ２０９・２１０学習室 
４ 出 席 委 員 
［■出席 □欠席］ □平井委員  ■田中委員  ■林委員   □石井委員 

■大西委員  ■温井委員  ■河野委員  ■西本委員   
■種村委員  ■松委員   ■大坪委員 

５ 傍 聴 者 数 ０ 人 
６ 公開の可否 ■ 可  □ 不可  □一部不可 
７ 議題及び結果の概要 ◆報告 

（１）委員の交代について 
（２）阪神北地区社会教育委員協議会第１回理事会について 
（３）兵庫県社会教育委員協議会総会及び研修会について 
（４）阪神北地区社会教育委員協議会総会について 
◆議題  
（１）地域課題解決のための社会教育のあり方について                 
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令和３年度 第１回社会教育委員の会議 議事要旨  
１ 報告事項  
（１）委員の交代について 

令和３年５月２９日より薄田委員から石井委員へ交代した。 
（２）阪神北地区社会教育委員協議会第１回理事会について    新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止した。 
（３）兵庫県社会教育委員協議会総会及び研修会について    令和３年７月５日（月）、ホテル北野プラザ六甲荘で開催された兵庫県社会教育委員
の協議会総会及び研修会について事務局より報告した。  

２ 議題「地域課題解決のための社会教育のあり方について」 
（議長）   それでは、議題「地域課題解決のための社会教育のあり方について」協議を進めてい
きます。前々回の会議では、委員に社会教育の定義や現状等の説明をいただきました。

前回の会議では、前々回の会議での説明を踏まえて、各委員の考える「宝塚市における

地域課題」について意見をいただき、各委員の意見を集約しました。今回の会議では、

集約した意見から宝塚市における地域課題に関する資料を事務局が用意しています。そ

れでは資料について、事務局より資料の説明を願います。 
（事務局）   前回の会議で提示いただいた課題については、「まちづくり計画」、「新型コロナウイル
スの影響による孤立・孤独」、「宝塚市における若者世代の参画」についてです。まず、

「まちづくり計画」についてですが、まちづくり協議会及びまちづくり計画についての

概要、各まちづくり計画のトピックスを集約しました。各まちづくり計画のトピックス

を集約した結果、「防犯・防災」「交流」が多くのまちづくり計画で挙げられていること

が分かります。その後、「環境」、「子育て」、「健康・スポーツ」と続きます。   次に「新型コロナウイルスの影響による孤立・孤独」についてですが、具体的な数値
の抽出は困難だったため、人が交流することのある公民館の利用実績及び状況について

説明します。利用件数は約８割、利用者数は約６割と令和元年度と比較して減少してい

ます。特に定期的に集まっていた利用者の交流は損なわれています。また、利用団体の

一部から交流できる場の提供が求められています。次に前回会議でも挙げられていた「た

からづか学校応援団」についても活動数は減少しており、公民館と同様にボランティア

同士及び子どもとの交流する機会は減少しています。また、地域の協力を得られにくい

状況により教員の負担も増加しています。最後に社会福祉協議会へヒアリングを行いま

した。新型コロナウイルス感染拡大防止により地域のサロンの開催が難しくなったため、

主に活用していた高齢者は孤立感が生まれているようです。対応策として、手紙の投函、
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掲示板を利用したつながりづくりやＳＮＳやＺооｍを利用したオンラインでのつなが

りづくりなど、これまで築いてきたつながりを絶たないようにしています。また、孤立

になる傾向が高いのは高齢者ですが、中高年になると普段からつながりがないため、孤

立状況になっていても把握できていないことがあるそうです。特にヤングケアラーにつ

いては全く把握できておらず、埋もれているケースが多いと考えているようです。   「宝塚市における若い世代の社会参画」についてですが、公民館、宝塚ＮＰＯセンタ
ーなどから紹介されたのが、「ＮＰＯ法人リーダーズカフェ」です。主な活動としては、

大学生が中心となり、経済的に塾などへ通うことが難しい家庭の子どもに向けての学習

支援を無料で実施しています。次に「宝塚地域若者サポートステーション」ですが、働

くことについてさまざまな悩みを抱えている１５～４９歳までの若者が就労に向かえる

よう、多様な支援サービスでサポートしていく厚生労働省の委託事業です。宝塚市では、

文化芸術センターのサポートとして資料の整理や平林寺の落ち葉などの清掃作業を実施

しています。最後に保護者世代の社会参画についてです。育児相談、ベビー雑貨の販売、

ワークショップなど保護者が子育てに関するイベントを実施している団体があります。

また、新型コロナウイルス感染拡大防止対策による学校休業に伴い、給食がなくなった

ことで、食事が困難になった子どもたちを支援するプロジェクトもあります。ともに情

報発信としてはＳＮＳを活用していることが多いです。 

（委員）   新型コロナウイルスの影響による孤立・孤独に関してですが、サロン活動の中止や公
共施設が休館になるなど、高齢者の行き場所がなくなったことを実感しました。児童館

も休館になり、開館しても感染症対策マニュアルに基づいて実施しないといけないため、

おもちゃの消毒など手間が非常に増えました。感染すると怖いからいけないという保護

者も多かったです。昨年度は、放課後子ども教室についても活動は縮小するなど、子ど

も関係の活動についても縮小する傾向が非常に多く、保護者の負担も増えたのではない

かと思います。一方で若い世代の社会参画しているところに目を向けると、ＳＮＳやオ

ンラインを活用することで手間が省かれることが多くなりました。若い世代が自治会長

を担っているところでは、ＬＩＮＥ等のＳＮＳを使って手続きや連絡ができるようにな

っているところもあります。ＰＴＡ協議会もオンラインで開催されるなど、若い世代が

参入すると従来では考えられなかったことが可能となり、驚くことも非常に多いです。

社会福祉協議会でもオンラインを促進するための機材の貸し出しを行っているので、オ

ンライン等については、より進んでいくのだと感じています。 
ヤングケアラーに関する説明がありましたが、テレビで放映されたこともあり昨年か

ら非常に話題となっています。埼玉県ではケアラー支援条例が制定され、ヤングケアラ

ーの支援に関しては進んでいると聞いています。最後に質問ですが、新型コロナウイル

スの影響によって教員の負担も増えていると説明にありましたが、具体的にはどういっ

たところでしょうか。 
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（委員）   令和２年度はスクール・サポート・スタッフが配置されていたので、消毒などの業務
面においては軽減されていました。ただ、衛生を管理するという精神的な負担は軽減さ

れにくいです。学校は集団生活の場なので、クラスターに繋がる危険があるということ

が大きなストレスとなっています。中学校ではクラブ活動、体育大会においても保護者

の参加を遠慮していただいていますし、全体の活動も控えています。特に給食を中心と

した食事の場面は、気を付けています。何よりも今までとおりに行かないことも多いの

で、そういった先が見えない中で様々な計画することが大きな負担になっています。 
（議長）   宝塚市の学校ではタブレットの配布はされているのですか。 
（委員）   令和３年６月から配布はしています。ただし、教員のスキルもあげていかないと期待
されているような効果が挙げられません。学校が再度休業になった際に、リモートで実

施できるかどうかは不安があることも多いと思います。 
（委員）   まちづくり協議会において長い期間、同じ人間が対応しているところが課題ではない
かと感じています。もちろん、まちづくり協議会も若い世代を求めていても入ってこな

いという実情があると思うのですが、やはり若い世代の参加は必要ではないかと思いま

す。まちづくり計画では、防犯・防災に対する計画が最も多かったのですが、エフエム

宝塚でも阪神大震災を忘れないためにラジオウォークという防災を考えるイベントを実

施しています。まちづくり協議会にも協力いただいており、参加された方の意見を聴い

ても非常に防災にも関心があることが感じています。他には、交流に関心が高いことが

伺えましたが、様々な組織の人員が固定化されており、交流することは少ないと感じて

います。新型コロナウイルス感染拡大前には、異業種交流会に参加していましたが、交

流というのは「まち」を活性化させるのに必要なことだと思います。例えば、ギネス記

録に挑戦した１万人のラインダンスではこの異業種交流会に参加している方が多く参加

し、成功しました。同じくギネスに挑戦した宝塚２３万人の線香花火大会など、イベン

トを実施すると参加する市民も非常に多く、潜在的な宝塚市の市民の力を実感します。

宝塚という知名度の高いブランド力はあるのだから、うまく融合できるように様々な組

織が合わさればいいのではないかと考えます。また、新型コロナウイルスの影響で中止

になってはいますが、サマーフェスタのような若い世代も活躍するイベントを開催する

ことで、宝塚市を元気にしていければと考えます。 
（議長）   コロナ禍によって、ラジオを聴く人が増えたという話を聞いたことがあるのですが、
実際のところはどうなのでしょうか。 

（委員） 



5 

 

  ラジオを聴く人は増えています。新型コロナウイルスの影響もあるのですが、スマー
トフォンの普及が非常に大きいです。リアルタイムでなく聴けること、また、専用のア

プリを利用すれば、地域が異なっていても聴くことが可能なため、エフエム宝塚にも東

京やニューヨークといった地域、国が異なる方からリクエストがくることがあります。

新しいツールを利用することで可能性は広がることがあります。 
（委員）   私の住んでいる地区では子どもたちのことを考える青少年部があります。保護者世代
が参加し、考えることが適していると思うので、ＰＴＡの会長、副会長に参加してもら

っています。青少年部の大きなイベントとして、地域で大きなフェスティバルを行って

います。コミュニティだけで実施すると集客力がなく、ＰＴＡは集客することは可能で

すが、実行力がないということから、一緒に活動することで補うことができています。

保護者も自分の子どもに還元されることであれば、頑張って活動することも多いです。

その後、保護者の一部は継続して青少年部として活動してくれることもあるので、地域

への参画、交流活動のいい場所となっていました。しかし、新型コロナウイルスの影響

によって、この活動やつながりも分断されてしまいました。保護者の多くは共働きなの

で、活動も難しいのですが、待ちの姿勢ではなく引っ張ってくる気持ちが必要と思いま

す。例えば、アレルギーを持っている子どもの保護者にとっては、アレルギーの表示を

見やすい形にする活動に対しては参加することや、興味が湧くこともあると思います。

このようにアイデアによって、うまく引っ張っていく可能性はあるのではないかと思い

ます。 
きっかけということでは、子どもたちが遊びを通じて社会のことを学べる「ミニたか

らづか」に関わっているのですが、参加している中高生のスタッフには学校やクラブ活

動では積極的に活動していなくても「ミニたからづか」では、積極的に活動する子ども

もいます。子どもたちもきっかけを与えれば、活動すると思います。子どものころから

地域の活動に参加していると、地域活動が当たり前になる感覚が育つと思います。ただ

し、現在も点をばらまくことは出来ていると思うのですが、その点をつなぐことが難し

くなっていると感じます。昨今では、防災のボランティアにおいても当たり前のように

毎年災害が起こっているので、前向きに活動している人も多いと思います。つながりを

持たせることが必要だと感じます。 
（委員）   今回の資料を確認しても思うのですが、同じ宝塚市でも各まちづくり協議会で地域性
があり、同じではないということです。まちづくり協議会の理事会においても行政が参

加しているので、各まちづくり協議会での共通課題や特有の課題などを行政が中心とな

って整理し、必要に応じて支援をしていただければと思います。今回の資料では、人材

育成を挙げているまちづくり計画は少ないですが、重要な課題ではないかと考えていま

す。また、交流においてはコロナ禍において、できたりできなかったりということがあ
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ると思うので、コロナ禍でどうつながっていくかということを話していく必要があるだ

ろうなと考えています。   ヤングケアラーについて説明いただきたいのですが。 
（委員）   障碍（がい）や病気など介護が必要な家族の世話をしている１８歳未満の子どものこ
とをいいます。家族の世話が必要なために学業に遅れが出たり、進学や就職を諦めたり

するケースもあります。実態は把握できていないことが多いといわれています。 
（委員）   学校教育と社会教育の連携、学校とまちづくり協議会との連携など学校も様々な連携、
交流がありましたが、新型コロナウイルスの影響によって約１年半の間、中止となって

います。他との連携が中止となって学校活動を送ると、実施しなくても支障がないので

はとなってくるので、連携については考えていかなくてはなりません。中学校の地域交

流代表的な活動は、中学２年生が実施するトライやるウィークですが、新型コロナウイ

ルスの影響によって実施できていません。トライやるウィークは毎年５月から６月に実

施しているのですが、約半年前から受け入れ先の調整など、地域の方と連携して事業を

進めています。今年は実施できておらず、来年においても現状から考えると実施できる

か難しいところです。ただ、新型コロナウイルスの影響で実施できないとするのではな

く、例えばまちづくり協議会の方の話しを聴くことなど、例年と形式を変えて社会に触

れることができるのではと考えております。また、中学校ではプログラミングの授業が

行われおり、海外から宝塚市に来た人に宝塚市の魅力を伝えようという内容を行ってい

ます。こういった授業はまちづくりの参画につながっていくのではないかと考えていま

す。いろいろと模索中ではありますが、新型コロナウイルスを機に考えること、変えて

いくことはあるのではないかと思います。 
（委員）   たからづか学校応援団に参加し、学校を支援するボランティア活動を実施してきたが、
新型コロナウイルスの影響によりいろいろと変わってしまいました。それでもコロナ禍

で、ボランティアとして学校に関わるかを考えてくれる人は長く活動してくれています。

ただ、コロナ禍での交流というのは非常に難しいと感じています。ＳＮＳは手軽ではあ

りますが、文字だけのやり取りだとうまく意思の疎通ができずに揉めてしまうことがあ

ります。今までは対面でのコミュニケーションだったのが、ＳＮＳになることで怖いと

感じる人もおり、ボランティア活動を辞めてしまった人もいます。Ｚооｍなどを利用

したオンラインでの交流についても、現在ではできる環境の人とできない環境の人がい

るため、実施することは難しいと感じています。 
（議長）   たしかにＳＮＳやオンラインでのコミュニケーションは便利ですが、誤解が生じやす
いという話も聞きます。 
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（委員）   使い慣れている人同士だといいのかもしれないですが、慣れていないとトラブルにつ
ながることも多いと思います。 

（委員）   西谷地区には１３の自治会があり、私が参加する自治会は構成世帯も少なく、メンバ
ーの多くが６０歳を超えており、地域内の行事や会議はいつも同じメンバーで固定され、

高齢化のため自治組織が成り立たなくなってきています。西谷地区全体がそこまでには

至ってはおりませんが、多くの方々が西谷地区の環境は良いと言われる反面で、公共交

通機関の運行状況などを考えると、車がないと他地域への移動が困難な地域でもあり、

生活するには不便なところがあるのも事実です。 
まちづくり計画の資料についてですが、西谷地区の課題は長年にわたって大きく変わ

っておりませんが、各課題に対する重みは以前に比べ増してきていると感じています。

例えば、西谷の小・中学校の児童・生徒は学年によって差異はありますが、各学年とも

１０人程度しか在学していないので、学校教育のみならず社会教育を実践する上でも非

常に厳しい状況にあります。また、今回の新型コロナウイルス感染症の影響からお祭り

などの行事が中止となり、人が集まる機会が少なくなっていることで、地域課題解決の

原動力となる地域力が弱まれば、地域課題を解決するのはさらに難しくなると考えられ

ます。 
（議長）   委員の皆さまは、まだまだ意見があると思いますが、時間が迫ってきたので、以上と
します。今後、具体案については、小委員会で作成していく予定です。   それでは、最後に事務局より、今後のスケジュールについてお願いします。 

（事務局）  第２回定例会の前に小委員会を開催し、本日いただいたご意見を基に答申（案）を作
成する予定です。第２回定例会では、作成した答申（案）を基に委員の皆さまに協議い

ただければと考えております。予定ではありますが、小委員会を９月中旬～１０月に２

回程度開催し、第２回定例会を１１月に開催したいと考えております。日程については、

後日、事務局より調整を依頼させていただきます。 

（議長） 
それでは、以上をもちまして、本日の議事を終わらせていただきます。 


